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１．はじめに

　公共建築物等木材利用促進法により，非住宅系建

築物の木材化が進められている．著者らは，既報
［1］

に

て住宅用一般流通製材を用いた，木造フィーレン

ディールトラスを提案(Fig.1)した．一般にフィーレ

ンディールトラスは，上下の弦材と束材で構成され，

弦材と束材を剛接合することにより，束材がせん断

抵抗し，梁に生じる曲げ応力を上下弦材の軸力に変

換する構造である．一方，本トラスを木材で構成し

た場合，接合部は半剛接合となるため，一般的な

フィーレンディールトラスと応力状態が異なると考

えられる．既報
［1］

では接合部の回転剛性が架構全体に

与える影響について報告しているが，格子形状が，

架構の構造性能に及ぼす影響については，未だ明ら

かにされていない．

　以上より本報では，格子形状を構成する，束材間隔

及び梁せいが構造性能に与える影響の把握を目的と

して，数値解析による検討を行った．

２．数値解析概要

　数値解析概要をFig.2に示す．解析モデルはスパン

9.1m，束材及び弦材の断面は120×120mm，等級E70の

スギ材(E=7,000N/mm
2
)とした．支持条件はピン及び

ローラーとし，付加荷重は自重と積載荷重に負担面

積(負担幅910mm)を考慮して，上弦材の各要素に鉛直

下向き(z方向)の等分布荷重として加えた．パラメー

タは束材間隔ℓ，梁せいD，接合部の回転剛性(剛接合

または既報
［1］

より得られた回転剛性)とした．なお，

相欠き接合部の回転剛性は架構の面内方向の回転の

みを許容するバネ要素とした.

４.格子形状における応力性状の比較

４-１.束材間隔による応力性状の比較

　梁せい910mm時の梁中央鉛直変位(以下，「たわみ」

と称す)及び各部材のモーメントの比較をFig.4に示

す．接合部の回転剛性によらず，束材間隔の増加に

伴い，たわみ及び各部材のモーメントが増加する性

状が確認された．これは，束材本数が減少し，部材

数が減少したことにより，架構のせん断剛性が低下

したためと考えられる．また，応力は，ほぼ同じ値

となっているが，たわみは剛接合の方が小さく，束

材間隔の増加に伴ってその差は顕著となる．このこ

とから，束材本数の増加に伴い，接合部の回転剛性

の違いによるたわみへの影響は小さくなることが示

唆された．

４-２.梁せいによる応力性状の比較

　束材間隔910mm時のたわみ及び各部材のモーメント

の比較をFig.5に示す．剛接合時は回転剛性考慮時に

比べ，下弦材中央のモーメントが小さく，また，束

材のモーメントが上回る性状が確認された．一方，

接合部条件毎で見ると，梁せいの変化は応力に影響

を生じず，ほぼ同様の値となっている．また，たわ

みは，どちらの接合部条件においても，梁せい910mm

の架構が最小となることが確認された．このことか

ら，実験で得られた接合部剛性以上の場合，たわみ

が最小となる梁せいが存在すると考えられる．

５.梁せいによるたわみの比較

　束材間隔を一定とした際の梁せい-たわみ関係を

Fig.6に示す．たわみは，梁せいより束材間隔の影響

が大きく，接合部の回転剛性を考慮した方が，その

差は顕著となる．また，どちらの接合部条件におい

ても，束材間隔毎にたわみが最小となる梁せいが

650mm～ 1137.5mmの範囲で存在し，その梁せいは，剛

接合時と回転剛性考慮時で同一となることが確認さ

れた．これは，束材のせん断剛性が影響しているも

のと推察される．

６.まとめ

　本報では，接合部の回転剛性，束材間隔，梁せいが

架構に与える影響の把握を目的として，数値解析によ

る検討を行った . 今後，各部材の剛比と，構造性能の

関係についてさらなる分析を行う予定である .
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３.接合部の回転剛性による応力状態の比較

　梁せい910mm，束材間隔910mmの剛接合時及び回転

剛性考慮時の応力性状をFig.3に示す．応力状態は回

転剛性によらず，同様の傾向を示しているが，梁中

央部の上下弦材の曲げモーメントや端部の束材のせ

ん断力にやや差が生じている．
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れた．これは，束材のせん断剛性が影響しているも

のと推察される．

６.まとめ

　本報では，接合部の回転剛性，束材間隔，梁せいが

架構に与える影響の把握を目的として，数値解析によ

る検討を行った . 今後，各部材の剛比と，構造性能の

関係についてさらなる分析を行う予定である .

７．参考文献

[1]畠野超,角田匡希,他:「木質フィーレンディールト

ラスの構造特性に関する基礎的研究(その1,2)」，

日本建築学会大会学術講演梗概集，構造Ⅰ，

pp.893-896，2021.8

３.接合部の回転剛性による応力状態の比較

　梁せい910mm，束材間隔910mmの剛接合時及び回転

剛性考慮時の応力性状をFig.3に示す．応力状態は回

転剛性によらず，同様の傾向を示しているが，梁中

央部の上下弦材の曲げモーメントや端部の束材のせ

ん断力にやや差が生じている．

令和 3年度　日本大学理工学部　学術講演会予稿集

 70


